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後の用 なり た
厳しかつた寒さも和らぎ、春の訪れを感じる今日この頃です。ばかばかと暖かい日差しの中、園庭に

は、サッカーや鬼ごつこ、固定遊具・―輸車 0竹馬遊びと元気に遊ぼ子どもたちの声が響いています。

さて、いよいよ本年度の締め<<りの月となりました。いろいろな行事や活動を経験する中で、子ど

もたちは、4月の頃よリーまわりも二まわりも大き<なり、た<ま し<なりました。た<さんの思い出

ができたことでしょう。

年長組は、体験入学を終え、入学への期待もさらに膨らんでいることでしょう。残り少ない園生活で

すが、「みんなと出会えてよかつた !」 という気持ちが持てるように、一日一日を大切に過ごしていき

たいと思います。

年少組は、小さい組でいろんなことを頑張つたことで得た自信を大切にしながら、うさぎのお世話や

係の仕事の引き継ぎなどを通して、年長になる喜びや期待を高めていきたいと思います。

“
お 11れ会①

"23日
(金) もうすぐさよならをする年長さんと年少さんが、互いにお

別れの言葉を交わしたり、一緒に宝探しゲームをしたりして、楽しいひと時を過ごしました。宝探

しゲームでは地図にそって保育室を巡り、いろいろな課題を乗り越えるために力を合わせて頑張つ

ていました。「何かか<れてるよ !」 とちょつぴり怖がりながらも「宝のカードはどこだ !」 と目

を輝かせて楽しんでいました。チームで力を合わせて無事に宝のカードを見つけると、<まの校長

先生に扮した園長先生から宝物の袋とおやつをもらいました。おやつを食べながら「赤鬼がやさし

かった」「もう 1回 したい !」 と、興菫した様子の子どもたちでし

た。宝物の袋は、お家に帰るまで開けないように言つてたので、上

からちょつと覗いては「風船が入つてる !」 「折り紙が見えた !」

と大騒ぎでした。素敵な宝物でしたね。お家でた<さん遊んで<だ
さいね。
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この一年、保護者の皆様の温かいまなざしに見守られながら園の教育に取り組むことができま

した。おかげさまで、子どもたちも職員も楽し<園生活を送ることができました。夏祭りや運動

会や餅つきなどの行事にも、 P tt A役 員さんはじめ、お父さん、お母さん、おじいちゃん、おば

あちゃん、た<さんの方にお世話になり、支えていただきました。改めて感謝申し上げます。

また、サツマイモ作りを手伝つて<ださつた4Hクラプのみなさん、七夕お話会の方々、誕生

会で紙芝居を読んで<ださつたり、野菜の苗をた<さんくださった山村さんなど、地域の方達に

も大変お世話になりました。

一年間、園の教育へのご協力、ありがとうございました。
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“豚汁パーティー"0日 (火 )、  “おてたパーティー"ZZ日
(ホ ) b ‐島

年少組さんが “トライウェル"へ食材を買い出しに行つたり、園の白菜を

収穫したり、保護者の方から人参や大根を頂いたりして、豚汁パーティーと

おでんパーティーを開<ことができました。子どもたちは温かい豚汁やおで

んに大喜びで「おいしいね」と、何回もおかわりしていました。
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えんかつどう2月 14日

たんじょうかい2月 21日
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